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パルシステムの理念
心豊かなくらしと共生の社会を創ります

【心豊かなくらし】
物質的な豊かさだけではなく、心の豊かさや安らぎ、
くらしの質、⼈と⼈との結びつきを⼤切な価値として
求めるくらしのこと

【共生の社会】
自然と⼈の共生、地域や属性を超えた⼈と⼈との共生、
現在と未来との共生をめざし助けあう社会のこと



パルシステムの事業

供給事業
共済事業

福祉事業 電力事業
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パルシステム電力の紹介

当社は、パルシステムグループの
環境保全を推進する専門会社として
設⽴されました。
食の安全-安心と同様に、エネルギー
に積極的に取り組むため、電⼒供給
事業をスタートさせました。
未来のために持続可能な電⼒事業、
資源循環事業の二つの役割をしっか
りと果たしてまいります。



パルシステムでんきの紹介

電気料⾦は⼤⼿電⼒会社の従量電灯Ｂ・Ｃと同じです。



きっかけは東京電力福島第一原発事故

2011年3月の事故により、原発事故が私たちの「暮らし」に及ぼす
影響の⼤きさを知りました。

「人や農作物、家畜の放射能汚染」「放射能汚染による風評被害」
「帰還困難区域」「⼤規模発電所の停止による計画停電」など、
⼀度の被害でこれだけの被害をもたらす発電は他にありません。

「原子⼒はもう必要ない」そんな消費者からの声が、電⼒事業を
始めるきっかけとなりました。



もう一つの課題「地球温暖化の防止」

【地球温暖化の影響】
①気温上昇によって熱中症や蚊を媒介する病気の発生
②海水温上昇による海の生態系の変化
③海面上昇によって水没する国の増加
④台風やゲリラ豪雨などによる被害の拡⼤
⑤⾷糧不⾜とそれに伴う紛争の発生

地球温暖化の原因とされている「二酸化炭素の排出」を
今すぐ減らす必要がある︕



電気自動車の普及が進んだとしても・・・。
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電気自動車は電気を使ってモーターを動かしているので、

走行中に二酸化炭素を出すことはありません。

でも、その充電に使う電気の大部分は化石燃料で作られた電気。

二酸化炭素を排出する場所が変わっただけで、大気に排出される

二酸化炭素は減らないのです。
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例えば、加工食料品などの無添加表示。

例えば、野菜の産地表示や栽培方法表示。

これらの表示は一昔前には、大手スーパーでも

目にすることはありませんでしたが、

今では、コンビニでも普通に見かけます。

これは私たちが食品の安全安心を訴え続けたことで

消費者の考え方が変わってきたからです。

でんきも同じです。「今」から訴え続けていくことが必要なんです。

これまでやってきた生協の活動と同じ



未来の暮らしを豊かにするために

電力会社を切り替えた理由で最も多いのは

「電気料金が安くなるから」です。

では、長い目で見たとき、本当に家計の負担は減るでしょうか？

自然災害が増えれば作物が収穫できなくなり物価は上がります。

海の生態系のバランスが崩れれば魚の価格も変動します。

また、原発の事故が再び起これば、住む場所を失うかもしれません。

未来の「暮らし」のために、「今」から考えて行動していきましょう！



ご清聴ありがとうございました。


